
みんなとつながっているよ 
子どもたちは、他の学校（園）のみんなと交流活動を行っています。交流を通して、自分たちの

学びを発信し合う喜び、多様な見方や考え方に触れる楽しさ、互いの良さを認め合う心などが育ま

れています。これからもたくさんの人との関わりの中で、表現力や協調性、コミュニケーション能

力、思いやりの心情などを養っていきたいと思っています。 

（なかよし交流会） 

１１月１３日（金曜日）。町内の特別支援学級のみんなが集まって、なかよし交流会が開催され

ました。それぞれの学校の子どもたちは、３つのチームに分かれて、ゲームやリレーなどを楽しみ

ました。はじめは緊張気味だった子どもたちも、次第に打ち解

け、笑顔で活動する姿がたくさん見られました。会場のおじま

ふるさと交流館には、子どもたちの元気いっぱいの声が響き

渡っていました。 

他の学校の友達と協力しながら活動したことで、みんなで

仲良く楽しい時間を過ごすことができました。笑顔いっぱい

元気いっぱいの充実した交流会でした。 

 

（北海道の友達とのオンライン交流） 

１１月２４日（火曜日）。６年生が、先週顔合わせをした北海道栗山町の継立小学校のみんなと

オンライン交流を行いました。両校の子どもたちは、これまでの学習で調べてきた互いの町の文化

や特産物等を紹介し合うとともに、自分たちの住む町を活性化させるために行ってきたことを発表

し合いました。 

自分たちとは違う視点での発表を聞き合い、それに対

して互いに質問を出し合いました。今回のオンライン交

流を通して、両校の子どもたちの学びに深みと広がりが

できたように思います。そして、自分たちの地域に対す

る愛着や誇りを高められたと感じています。 

遠く離れた北海道の友達と気持ちがつながった素敵

な時間でした。 

 

（富田幼稚園との交流） 

１１月２６日（木曜日）。２年生が富田幼稚園のみんなと交流しました。子どもたちは、学校で

学習した内容を英語の劇やクイズにして、幼稚園のみんなを楽しませました。「大きなカブ」のお

話をもとにした「大きなだいこん」の英語劇では、２年生の熱演に幼稚園のみんなの歓声と拍手が

響き渡っていました。 

また、川俣線の学習を３択クイズにして、幼稚園のみ

んなを楽しませました。答えを発表するたびに、幼稚園

のみんなは大盛り上がりでした。大人顔負けの問題に、

幼稚園の先生からも「よく調べたね」とお褒めの言葉を

いただきました。ちょっぴり緊張した様子もあったけ

れど、とても上手に発表できました。そして、楽しい交

流ができました。 

令和２年度川俣町立福田小学校学校だより 

しらさぎ Kids NO.３０ 

令和２年１１月２７日 

 

文責:校長 神尾孝弘 


